
東日本大震災におけるメーカー対応と今後の課題 69

要　旨

2011 年 3 月 11 日に発生した「東日本大震災」は未
曾有ともいえる壊滅的な地震，津波そして世界中が危
機感をもって注目している原子力発電所の破壊と，ま
さに予想規模を超える大惨事となった．警察庁広報に
よると，2011 年 11 月末現在，死者 15,840 人，行方不
明者 3,607 人と報告されている．同様に，被災した当
社茨城工場の当時の状況および緊急の出荷対応，また

その経験を踏まえた今後の課題について以下報告する．

1　工場の被災状況と対応について

1-1　当社の工場概要

当社の生産・物流拠点を図 1 に示す．このうち工場
は以下の 4 カ所である．

城東工場（大阪市城東区）　　　透析用剤，輸液剤，
　　　　　　　　　　　　　　  注射剤
大東工場（大阪府大東市）　　　内用剤
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図 1　生産・物流拠点
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岡山工場（岡山県里庄町）　　　透析用剤，輸液剤，
　　　　　　　　　　　　　　  注射剤
茨城工場（茨城県北茨城市）　　透析用剤，輸液剤
当社の工場は従来西日本地区に集中していたが，供

給量増大に伴い製造拠点を初めて東日本地区に設置し，
透析用剤，輸液剤の一層の安定供給を図った．竣工時
期は平成 7 年（1995 年）5 月で，阪神淡路大震災発生
4 カ月後である．工場建屋は堅固な岩盤上にあり，東
日本大震災でも製造設備の被害は軽微であった．

1-2　茨城工場被災状況

被災した茨城工場の概要を表 1 に，主要な生産品目
を表 2 に示す．

工場棟建屋については損傷はなかった．工場内製品
製造設備については，製品製造設備，包装設備を総点
検した結果，特に異常はなかった．その他，工場建屋
内にある設備には損傷はなかった．

立体自動倉庫設備（図 2）は，震災当時は自動倉庫
内に約 60 万ケースを収納していたが，被災で 34,900

ケース（当日在庫量の約 5.8％）が落下（図 3），無人
搬送クレーン全 9 基の通路を塞ぎ稼働不可能となった．

表 1　扶桑薬品工業茨城工場

工場所在地
敷地面積
建　物

茨城県北茨城市中郷町日棚 1471 番 25
69,427 m2（21,002 坪）
工場棟 6 階建て，動力棟 5 階建て，立体自動倉
庫，物流棟 2 階建て，事務棟 4 階建て，品質管
理棟 4 階建て，水処理施設の構成

表 2　茨城工場主要生産品目

透析用剤：キンダリー透析剤 6 L，10 L
ろ過型人工腎臓用補液：サブラッド血液ろ過用補充液 BSG（以
下，サブラッド）　1,010 mL，2,020 mL
輸液剤：バッグおよびプラスチック容器入りの 100 mL 以上

　この時点ではサブラッド，透析剤 6 L は茨城工場単独製造で
あったので，他工場における製造を検討中であった．

図 2　立体自動倉庫
　当自動倉庫は 9 基のクレーンを保有しており，1 基の収納数は 2 列×48 連×18 段で総
棚数は 15,552 棚である．原料・製品の受入れから在庫状況，出庫に至るまですべて自動
システムで制御，この工程間の移送は同じく無人の搬送車が行う．

図 3　立体自動倉庫被災状況
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落下物によりクレーン電源ケーブルの損傷が数カ所発
生した．生産再開に 1 カ月間を要した原因は，この立
体自動倉庫の製品などの落下物撤去に時間を要したた
めである．

1-3　立体自動倉庫復旧・復興作業について

工場従業員 220 人に幸いにも犠牲者は 1 人もいなか
った．しかし，ガソリン等の問題で出勤不可能な従業
員もおり，そのような状況で人海戦術で復旧作業にあ
たった．

地震発生後，通電したのは 3 月 15 日の夕方 5 時頃
で，それまでは停電の中で自動倉庫内の被災状態の確
認および点検作業に入った．クレーン通路は 1〜9 号
機まで落下物で塞がり，クレーンの停止位置は様々で，
荷台に落下物が引っかかった状態もあった．収納品が
ケースごと落下して内容液が飛び出し，倉庫内の床が
水浸しになり，薬液が 5 cm ほど溜まっている状態で
あった．

電気が回復する前から，余震が頻繁に発生する中，
上段の棚に製品が引っかかった不安定な状態で落下物
の撤去作業を開始したが，立体自動倉庫の構造上，建
屋外に運び出す事は困難を極めた．数日後，鳶職に特
別に依頼して網を張るなど危険防止策を施し，以後作
業を安全に進めることができた．クレーン電源ケーブ
ル修理に時間を要したため，被災 1 カ月後の 4 月 11

日にようやくサブラッド，キンダリー透析剤 6 L の生
産を再開し，6 月 13 日よりフル生産が可能となった．

1-4　出荷業務再開

「サブラッド」等の主要製品を一刻も早く出荷する
必要があったので，まず自動倉庫内の落下を免れた製
品を倉庫から一旦搬出して在庫数量の確認作業を行っ
た．その上で，品質確認ができた製品は翌日には医薬
品卸または各地の配送センターへ搬送をした．

東日本地区への出荷業務は，茨城工場が管理してい
たので，被災後に業務が停止，物流業務が一時対応困
難となり，東京配送センターに業務を移管した．北海
道・東北地方には，茨城工場に代わり城東工場・岡山
工場から出荷を行い，関東地方には東京配送センター，
ならびに茨城第二倉庫（千葉県）に在庫を集結させ，
出荷を行うこととした（図 1，図 4）．

1-5　透析関連製品の安定供給に関する問題

製品の安定供給確保のため，まず岡山工場・城東工
場による代替製品の増産体制を実施した．それでも当
社で安定供給ができなかったサブラッド，生理食塩液
については，他メーカーに代替納入協力を要請し対応
した．また，サブラッドについては，茨城工場のみで
しか製造していなかったため，関係医学会と医療機関
に向けて「サブラッド」等のろ過型人工腎臓補液を

「当面の間，慢性腎不全患者への治療時のご使用を控
えていただき，急性期患者への治療優先のお願い」を
ニプロファーマ，味の素製薬と当社の 3 社連名による
文書で要請した．これを受けて医療機関では，患者治
療に支障が出ないよう種々の対策を講じて，危機を乗
り切ってもらった．

図 4　災害時ルート配送体系
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2　被災地区の危機対応について

震災発生当日に社内危機管理規定に従い「対策本
部」を本社事務所に設置し，まず社員の安否確認と該
当地域内の状況把握にあたった．その後，被災地区に
関しては表 3 の当社「災害時対応マニュアル」に従い，
西淀川倉庫（大阪）・城東工場（大阪）・岡山工場から
製品供給を行い安定供給を確保した．

3　大震災被災を経験して今後の課題と対策

非常事態発生時においても当社の主要製品の供給体
制への影響を最小限に抑えるため，今後専門家を加え
た危機管理委員会を設置して対策を検討するが，当面
は下記の対応を実行する．

①　主要製品安定供給への対応

・各配送センターの在庫水準を見直し，2 カ月分
以上に在庫量を積み増しする．

・全国の在庫平準化を目指すとともに，分散倉庫
の拠点を増加させる．

・単一工場のみの製造品目については，他工場に
おいて製造設備の追加を検討する．

②　立体自動倉庫対策
・落下防止対策については，関係業者と詳細にわ

たって検討を行っている．
・ラック倉庫でのパレットストッパー設置，感震

器設置など．またパレット積み付け方法の改良
の検討．

③　輸送手段
・運送業者との連携を強め，非常時に対応可能な

手段を構築中である．

表 3　災害時対応マニュアル（一部抜粋）

【災害時対応準備事項】
1）　緊急連絡網の確立
　災害時における，医療機関・医薬品卸・扶桑薬品および運送
会社（支店倉庫含む）間の連絡網の整備
2）　配送上の情報収集
　医薬品卸・扶桑薬品・運送会社にて情報収集する
3）　配送準備
　扶桑薬品・運送会社にて，車両の確保および被災支店倉庫へ
の製品供給準備
4）　災害時の配送方法の取決め
　配送数量・伝票・納品時間の取決め
5）　配送内容の把握
　全てのルート配送医療機関の配送内容（液種・数量等）を医
薬品卸・扶桑薬品・運送会社が把握する
6）　ルート外への配送対応
　対象外の医療機関からの配送依頼および対象外の製品配送の
依頼が発生する事を想定した対応策の準備

【災害時の配送取決め】
1）　交通網が最小限確保の状況
2）　災害地が分断された場合
　災害地が『南北』または『東西』に分断された場合は，その
状況を判断し『南北』または『東西』からの配送体制を確保す
る
＊分断の場合の利用拠点
　Ａ：生産工場
　　　城東工場（大阪）・岡山工場（岡山）・茨城工場（茨城）
　Ｂ：配送センター　図 1 のとおり
3）　配送医療機関の選択
　Ａ：災害時情報の得られない場合

　施設の状況が把握できるまでは，配送対象施設とし通
常配達する

　Ｂ：情報の得られた場合
　　　透析可能施設…通常配達とする

患者受け入れ施設…施設側と連絡をとり，必要数を配送
する
透析不能施設…施設からの指示があるまでは配送中止と
する

　Ｃ：ルート配送対象外施設の場合
　対象外施設から供給依頼を受けた場合は，対象施設に
障害のないよう配送方法を検討する

4）　医薬品卸からの配送指示
　Ａ：医療機関への配送変更の場合
　　　＊配送中止・数量変更等は，窓口を一本化して連絡する
　　　＊個々の担当者からの指示は，原則として禁止
　Ｂ：対象外品目の『輸液等』の配送依頼が生じた場合も A

の原則にて連絡する
5）　配送数量
　Ａ：医療機関の状況が把握できている場合
　　　定数または指定された数量の配送とする
　Ｂ：医療機関の状況が把握できない場合
　　　全て定数配送とする
6）　伝票関係
　Ａ：電算等通常時は，全て従来どおりの処理
　Ｂ：電算等不能時は，全て『仮伝票』処理
7）　納品時間帯
　災害時は，道路破損・停滞等の悪化が予想され 24 時間体制
での配送となり到着時間帯は『不明』となる
8）　ルート配送施設把握
　災害時は，医薬品卸の協力態勢が必要となり対象施設の納品
内容（液の種類・数量等）を把握する
9）　在庫備蓄
　イ）　医薬品卸においては，製品の入れ替え等の問題から原

則としてしない
　ロ）　医療機関での備蓄は，3 日前後の備蓄が最適
10）　その他
　＊ルート対象外施設へのルート配送への参加案内
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今回の大震災で製品出荷が滞り，医療機関には大変
な不安，迷惑をかけたことは，医薬品製造販売会社と
しては誠に申し訳なく，本誌上であらためてお詫び申
し上げる．医療用医薬品の安定供給は製薬会社にとっ
て最優先の課題であり，この大震災を教訓として，非
常時においてもいかに安定供給を確保するか等，危機
管理には全社あげて取り組んでいく．

最後になりますが，被災された皆様に心からお見舞
いを申し上げますとともに，犠牲になられた多くの
方々とご遺族様に深くお悔やみを申し上げます．また
その後，懸命の捜索にもかかわらず，行方不明の方々
のご近親の皆様にご心中いかばかりかとご同情申し上
げます．




